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(57)【要約】
【課題】本発明は、活性エネルギー線硬化型粘着剤組成
物から耐黄変性に優れた粘着シートを形成することを課
題とする。
【解決手段】本発明は、アクリル系粘着主剤と、活性エ
ネルギー線の照射により所定構造となる光重合開始剤と
、窒素原子を有さない過酸化物ラジカル捕捉剤及びハイ
ドロパーオキサイド分解剤から選択される少なくとも１
種と、を含有する活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物
であって、過酸化物ラジカル補足剤は、過酸化物ラジカ
ルを補足した後に、キノンもしくはスチルベンキノンを
生成しないラジカル補足剤である、活性エネルギー線硬
化型粘着剤組成物に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリル系粘着主剤と、
　活性エネルギー線の照射により下記構造（１）となる光重合開始剤と、
　窒素原子を有さない過酸化物ラジカル捕捉剤及びハイドロパーオキサイド分解剤から選
択される少なくとも１種と、を含有する活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物であって、
　前記過酸化物ラジカル補足剤は、過酸化物ラジカルを補足した後に、キノンもしくはス
チルベンキノンを生成しないラジカル補足剤である、活性エネルギー線硬化型粘着剤組成
物；
【化１】

　上記構造（１）中、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、硫黄原子を含
む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基を表す。
【請求項２】
　前記光重合開始剤が、アセトフェノン系光重合開始剤、アシルホスフィンオキサイド系
光重合開始剤及びオキシムエステル系光重合開始剤からなる群から選択される少なくとも
１種である、請求項１に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項３】
　前記過酸化物ラジカル補足剤はヒンダードフェノール系ラジカル捕捉剤である、請求項
１又は２に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項４】
　前記ハイドロパーオキサイド分解剤が硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤又はリン系
ハイドロパーオキサイド分解剤である、請求項１又は２に記載の活性エネルギー線硬化型
粘着組成物。
【請求項５】
　（メタ）アクリル重合体を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の活性エネルギー
線硬化型粘着剤組成物。
【請求項６】
　前記（メタ）アクリル重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位を有し
、
　前記水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含有量は、前記（メタ）アクリル
重合体の全質量に対して２０質量％以上である、請求項５に記載の活性エネルギー線硬化
型粘着剤組成物。
【請求項７】
　酸価が１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である、請求項１～６のいずれか１項に記載の活性エネル
ギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項８】
　多官能モノマー及び架橋剤から選択される少なくとも１種をさらに含む、請求項１～７
のいずれか１項に記載の粘着剤組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の粘着剤組成物を硬化させてなる粘着シート。
【請求項１０】
　厚みが１００μｍ以上である、請求項９に記載の粘着シート。



(3) JP 2021-113280 A 2021.8.5

10

20

30

40

50

【請求項１１】
　光学部材貼合用である、請求項９又は１０に記載の粘着シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着剤組成物及び粘着シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）などの表示装置や、タッチパネルなどの表示装置と
組み合わせて用いられる入力装置が広く用いられている。これらの表示装置や入力装置に
おいては、光学部材を貼り合せる用途に透明な粘着シートが使用されており、表示装置と
入力装置の貼合にも透明な粘着シートが使用されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、（Ａ）重量平均分子量５０万～２５０万の（メタ）アクリル
酸エステル系共重合体と、（Ｂ）架橋剤と、（Ｃ）ラジカル捕捉剤を含むことを特徴とす
る粘着剤組成物が開示されている。引用文献１では、さらに（Ｄ）二次酸化防止剤を含有
することで、粘着剤組成物から形成される粘着シートの黄変を抑制することが検討されて
いる。また、特許文献２には、ガラス繊維織物に含浸させる光硬化樹脂として、ヒドロキ
シフェニルトリアジン系紫外線吸収剤とヒンダードアミン系ラジカル補足剤を含む光硬化
樹脂が開示されている。なお、特許文献２では、光硬化樹脂をガラス繊維織物に含浸させ
ることで不燃シートを得ることを目的としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－０３０２６４号公報
【特許文献２】特開２０１７－２１０７１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光硬化型の粘着シートを形成する場合には、粘着剤組成物には光重合開始剤が含まれ、
光照射により光重合開始剤が開裂した際にはラジカルが発生する。このラジカルは粘着剤
組成物に含まれるモノマー成分の重合を促進させる一方で、その一部は、粘着シート中に
残留し、粘着シートの黄変や劣化の原因となる。このため、光硬化型の粘着シートを形成
する際には、黄変や劣化の原因となるラジカルを補足するためにラジカル捕捉剤を添加す
ることがある。しかしながら、ラジカル捕捉剤を添加した場合においてもその黄変が十分
に抑制されない場合があることが本発明者らの検討により明らかとなった。
【０００６】
　そこで本発明者らは、このような従来技術の課題を解決するために、活性エネルギー線
硬化型粘着剤組成物において耐黄変性に優れた粘着シートを形成することを目的として検
討を進めた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために鋭意検討を行った結果、本発明者らは、アクリル系粘着主
剤を含む活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物において、光照射により所定構造となる光
重合開始剤に加えて、ラジカルを補足した後にキノンもしくはスチルベンキノンを生成し
ない過酸化物ラジカル補足剤及び／又はハイドロパーオキサイド分解剤を混合することに
より、耐黄変性に優れた粘着シートが得られることを見出した。
　具体的に、本発明は、以下の構成を有する。
【０００８】
［１］　アクリル系粘着主剤と、
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　活性エネルギー線の照射により下記構造（１）となる光重合開始剤と、
　窒素原子を有さない過酸化物ラジカル捕捉剤及びハイドロパーオキサイド分解剤から選
択される少なくとも１種と、を含有する活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物であって、
　過酸化物ラジカル補足剤は、過酸化物ラジカルを補足した後に、キノンもしくはスチル
ベンキノンを生成しないラジカル補足剤である、活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物；
【化１】

　上記構造（１）中、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、硫黄原子を含
む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基を表す。
［２］　光重合開始剤が、アセトフェノン系光重合開始剤、アシルホスフィンオキサイド
系光重合開始剤及びオキシムエステル系光重合開始剤からなる群から選択される少なくと
も１種である、［１］に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
［３］　過酸化物ラジカル補足剤はヒンダードフェノール系ラジカル捕捉剤である［１］
又は［２］に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
［４］　ハイドロパーオキサイド分解剤が硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤又はリン
系ハイドロパーオキサイド分解剤である、［１］又は［２］に記載の活性エネルギー線硬
化型粘着組成物。
［５］　（メタ）アクリル重合体を含む、［１］～［４］のいずれかに記載の活性エネル
ギー線硬化型粘着剤組成物。
［６］　（メタ）アクリル重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位を有
し、
　水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含有量は、（メタ）アクリル重合体の
全質量に対して２０質量％以上である、［５］に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組
成物。
［７］　酸価が１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である、［１］～［６］のいずれかに記載の活性エ
ネルギー線硬化型粘着剤組成物。
［８］　多官能モノマー及び架橋剤から選択される少なくとも１種をさらに含む、［１］
～［７］のいずれかに記載の粘着剤組成物。
［９］　［１］～［８］のいずれかに記載の粘着剤組成物を硬化させてなる粘着シート。
［１０］　厚みが１００μｍ以上である、［９］に記載の粘着シート。
［１１］　光学部材貼合用である、［９］又は［１０］に記載の粘着シート。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、アクリル系粘着主剤を含む活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物から
耐黄変性に優れた粘着シートを形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、剥離シートを有する粘着シートの断面を表す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下において、本発明について詳細に説明する。以下に記載する構成要件の説明は、代
表的な実施形態や具体例に基づいてなされることがあるが、本発明はそのような実施形態
に限定されるものではない。なお、本明細書において「～」を用いて表される数値範囲は
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「～」前後に記載される数値を下限値及び上限値として含む範囲を意味する。
【００１２】
　なお、本明細書において、“（メタ）アクリル”はアクリルおよびメタクリルの双方、
または、いずれかを表す。また、本明細書において、“単量体”と“モノマー”は同義で
あり、“重合体”と“ポリマー”は同義である。
【００１３】
＜粘着剤組成物＞
　本発明は、アクリル系粘着主剤と、光重合開始剤と、過酸化物ラジカル捕捉剤及びハイ
ドロパーオキサイド分解剤から選択される少なくとも１種と、を含有する活性エネルギー
線硬化型粘着剤組成物に関する。ここで、過酸化物ラジカル捕捉剤は、過酸化物ラジカル
を補足した後に、キノンもしくはスチルベンキノンを生成しないラジカル補足剤である。
また、過酸化物ラジカル補足剤は、窒素原子を有さない。そして、光重合開始剤は、活性
エネルギー線の照射により下記構造（１）となる光重合開始剤である。なお、本明細書に
おいては、活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物を単に粘着剤組成物とも言う。

【化２】

【００１４】
　上記構造（１）中、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、硫黄原子を含
む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基を表す。
【００１５】
　本発明の粘着剤組成物は、光重合開始剤と、過酸化物ラジカル捕捉剤及び／又はハイド
ロパーオキサイド分解剤を含有する。また、本発明の粘着剤組成物においては、光重合開
始剤の開裂により発生するラジカルによってアクリル系粘着主剤の重合が開始される。
【００１６】
　本発明の粘着剤組成物の酸価は１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることが好ましい。これは、
本発明の粘着剤組成物が実質的に酸成分を含まないことを意味している。このように、本
発明の粘着剤組成物は酸フリーの粘着剤組成物であることが好ましい。粘着剤組成物の酸
価を上記範囲内とすることで、粘着シートの耐黄変性がより効果的に発揮される。
【００１７】
＜光重合開始剤＞
　本発明の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物は、光重合開始剤を含む。活性エネルギ
ー線硬化型粘着剤組成物に活性エネルギー線が照射されると、光重合開始剤は、開裂する
ことで、少なくともその一部が上記構造（１）となる。
【００１８】
　ここで、構造式（１）において、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、
硫黄原子を含む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基である。アルキ
ル基は直鎖アルキル基であってもよく、分岐アルキル基であってもよい。また、アルキル
基にはシクロアルキル基も含まれる。また、アルキル基はさらに置換基を有する基であっ
てもよい。硫黄原子を含む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基にお
いて、硫黄原子、窒素原子又は酸素原子は、構造（１）で表されるベンゼン環に直接結合
していてもよく、直接結合していなくてもよい。例えば、硫黄原子、窒素原子又は酸素原
子が複素環を形成し、この複素環が構造（１）で表されるベンゼン環に結合していてもよ
い。
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　中でも、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子又はアルキル基を表すことが好ましい。
また、Ｒ1～Ｒ5のうち少なくとも１つは水素原子であることが好ましく、２つ以上が水素
原子であることがより好ましい。なお、Ｒ1～Ｒ5の全てが水素原子であってもよい。
【００２０】

 光重合開始剤が開裂することで、上記構造（１）となった後、上記構造（１）で表され
る化合物は酸素と反応することで、過酸化物ラジカルとなる。過酸化物ラジカルは、例え
ば、以下の構造（２）で表される。さらに、過酸化物ラジカルが水素と反応することで、
ハイドロパーオキサイドが形成される。ハイドロパーオキサイドは、例えば、以下の構造
（２'）で表される。
【化３】

【００２１】
　上記構造（２）及び（２'）中、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、
硫黄原子を含む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基を表す。構造（
２）及び（２'）におけるＲ1～Ｒ5の好ましい態様も構造（１）におけるＲ1～Ｒ5の好ま
しい態様と同様である。
【００２２】
　上記構造（２）で表されるような過酸化物ラジカルが、後述する過酸化物ラジカル捕捉
剤と反応することにより、粘着シートにおけるラジカルが補足され、これにより粘着シー
トの黄変や劣化が抑制される。また、本発明においては、上記過酸化物ラジカルが、後述
する過酸化物ラジカル捕捉剤と反応した際に、キノンもしくはスチルベンキノンが生成さ
れないため、粘着シートの耐黄変性が効果的に抑制される。
　また、上記構造（２'）で表されるようなハイドロパーオキサイドは分解し、ラジカル
を発生する。しかし、ハイドロパーオキサイドとハイドロパーオキサイド分解剤が反応す
ることで、ラジカルを発生しない構造となり、これにより粘着シートの黄色や劣化が抑制
される。特に、硫黄系やリン系のハイドロパーオキサイド分解剤は反応後着色しないため
、粘着シートの耐黄変効果がより効果的に発揮される。
【００２３】
　活性エネルギー線の照射により上記構造（１）となる光重合開始剤としては、例えば、
以下の構造（３）を有する光重合開始剤が挙げられる。活性エネルギー線の照射により上
記構造（１）となる光重合開始剤は、アセトフェノン系光重合開始剤、アシルホスフィン
オキサイド系光重合開始剤及びオキシムエステル系光重合開始剤からなる群から選択され
る少なくとも１種であることが好ましい。
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【化４】

【００２４】
　上記構造（３）中、Ｒ1～Ｒ5はそれぞれ独立に、水素原子、アルキル基、硫黄原子を含
む置換基、窒素原子を含む置換基又は酸素原子を含む置換基を表す。構造（３）における
Ｒ1～Ｒ5の好ましい態様も構造（１）における好ましい態様と同様である。また、上記構
造（３）中、Ｘは置換基である。なお、（３）の構造を有する光重合開始剤としては、例
えばベンゾイン、ベンソインエーテル、ベンジルメチルケタール、α―ヒドロキシケトン
、α―アミノケトン、アシルホスフィンオキサイド、オキシムエステルなどを挙げること
ができる。
【００２５】
　活性エネルギー線の照射により上記構造（１）となる光重合開始剤としては、市販品を
用いることもできる。市販品としてはＩＧＭ　ＲＥＳＩＮＳ　Ｂ．Ｖ製のＥｓａｃｕｒｅ
Ｏｎｅ、Ｏｍｎｉｒａｄ　１８４、Ｏｍｎｉｒａｄ　８１９、Ｏｍｎｉｒａｄ　１１７３
、Ｏｍｉｒａｄ　２９５９、Ｏｍｉｎｒａｄ　１２７、Ｏｍｉｎｒａｄ　９０７、Ｏｍｉ
ｎｒａｄ　３６９、Ｏｍｉｎｒａｄ　３７９Ｇ、Ｏｍｉｎｒａｄ　ＴＰＯ、Ｉｒｇａｃｕ
ｒｅ　ＯＸＥ０１、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　ＯＸＥ０２等を挙げることができる。
【００２６】
　光重合開始剤の含有量は、粘着主剤１００質量部に対して、０．０１質量部以上である
ことが好ましく、０．０５質量部以上であることがより好ましく、０．１質量部以上であ
ることがさらに好ましい。また、光重合開始剤の含有量は、粘着主剤１００質量部に対し
て、１０質量部以下であることが好ましく、５質量部以下であることがより好ましく、３
質量部以下であることがさらに好ましい。光重合開始剤の含有量を上記範囲内とすること
により、重合硬化反応を効果的に行うことができ、さらに重合後のアクリル系粘着主剤の
分子量を好ましい範囲にできるため粘着シートの粘着力を高めることができる。
【００２７】
＜過酸化物ラジカル捕捉剤／ハイドロパーオキサイド分解剤＞
　本発明の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物は、窒素原子を有さない過酸化物ラジカ
ル捕捉剤及びハイドロパーオキサイド分解剤から選択される少なくとも１種を含む。過酸
化物ラジカル捕捉剤とハイドロパーオキサイド分解剤はそれぞれ単独で使用されてもよい
し、併用されてもよい。
【００２８】
＜＜過酸化物ラジカル捕捉剤＞＞
　過酸化物ラジカル捕捉剤は、上述した光重合開始剤に由来する過酸化物ラジカルを補足
するラジカル補足剤である。上述した光重合開始剤は開裂することで、上記構造（１）と
なり、上記構造（１）で表される化合物は酸素と反応することで、過酸化物ラジカルとな
る。過酸化物ラジカル捕捉剤はこの過酸化物ラジカルを補足する。
【００２９】
　本発明で用いる過酸化物ラジカル捕捉剤は窒素原子を有さず、上記過酸化物ラジカルを
補足した際に、キノンもしくはスチルベンキノンを生成しない構造を有するものである。
このため、本発明の粘着剤組成物から得られる粘着シートは優れた耐黄変性を有している
。なお、窒素原子を有さない過酸化物ラジカル捕捉剤は熱による酸化劣化に対しラジカル
捕捉能が高く、構造に窒素原子を有さないことから着色し難い。また、窒素原子を有さな
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い過酸化物ラジカル捕捉剤においては、その添加量が多くなった場合においても粘着シー
トからブリードアウトすることがなく、ムラ、被着体の汚染等を引き起こすことが抑制さ
れる。
【００３０】
　本発明で用いる過酸化物ラジカル捕捉剤は、環構造を有するものであることが好ましく
、１つの環構造が２つ以上ケトン基を有さないものであることが好ましい。また、過酸化
物ラジカル捕捉剤の環構造が水酸基を有する場合には、水酸基に対しパラ位に長鎖もしく
は嵩高い置換基が結合していることが好ましい。
【００３１】
　過酸化物ラジカルを補足した際に、キノンもしくはスチルベンキノンを生成しない構造
を有する過酸化物ラジカル捕捉剤としては、例えば、ヒンダードフェノール系ラジカル捕
捉剤を挙げることができる。中でも、過酸化物ラジカル捕捉剤は、ヒンダードフェノール
系ラジカル捕捉剤において、ヒンダードフェノールの水酸基に対しパラ位に分子量が２０
０以上の置換基を有する化合物であることが好ましい。ここで、分子量が２００以上の置
換基としては、置換基を有してもよいアルキル基を挙げることができ、アルキル基が有す
る置換基には、ヘテロ環構造を有する基や、芳香環構造を有する基を挙げることができる
。また、アルキル基が有する置換基は、さらにヒンダードフェノール構造を含むものであ
ってもよい。過酸化物ラジカル捕捉剤として上述したようなヒンダード系フェノール系ラ
ジカル捕捉剤を用いることにより、少量の添加で粘着シートの黄変を防ぎ、さらに粘着力
の低下を抑えることができる。
【００３２】
　ヒンダードフェノール系ラジカル捕捉剤としては、例えば、オクタデシル３－（３，５
－ジ－ｔ－ブチルー４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、ペンタエリスリトールテ
トラキス（３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、
エチレンビス（オキシエチレン）ビス－（３－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－
トリル）プロピオネート）、３，９－ビス－｛２－（３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシ－５－メチルフェニル）プロピオニルオキシ）－１，１－ジメチルエチル｝－２，４
，８，１０－テトラオクサピロ［５，５］ウンデカン、１，３，５－トリス（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルメチル）－２，４，６－トリメチルベンゼン等が
挙げられる。
【００３３】
　過酸化物ラジカルを補足した際に、キノンもしくはスチルベンキノンを生成しない構造
を有する窒素原子を有さない過酸化物ラジカル捕捉剤としては、市販品を用いることもで
きる。市販品としては、ヒンダードフェノール系過酸化物ラジカル捕捉剤住友化学製スミ
ライザーＧＡ８０、ＡＤＥＫＡ製アデカスタブＡＯ－５０、ＡＯ－６０、ＡＯ－３３０、
ＢＡＳＦ製Ｉｒｇａｎｏｘ２４５等を挙げることができる。
【００３４】
＜＜ハイドロパーオキサイド分解剤＞＞
　ハイドロパーオキサイド分解剤は、ハイドロパーオキサイドと反応することで、ラジカ
ルを発生しない構造とする化合物であり、二次酸化防止剤とも呼ばれる。ハイドロパーオ
キサイド分解剤としては硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤やリン系ハイドロパーオキ
サイド分解剤を好ましく例示することができる。
【００３５】
　硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤は、チオエーテル基を有する化合物であることが
好ましい。なお、チオエーテル基を有する化合物に連結する末端アルキル鎖長は短いほう
が粘着主剤との相溶性が高く、ハイドロパーオキサイドと効果的に反応する。例えば、チ
オエーテル基を有する化合物に連結する末端のアルキル基の炭素数は、１２以下であるこ
とが好ましい。
【００３６】
　硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤としては、例えば、ジステアリル３，３‘－チオ
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ジ－プロピオネート、ジスラウリル３，３‘－チオジ－プロピオネート、２，２－ビス（
｛［３－（ドデシルチオ）プロピオニル］オキシ｝メチル）－１，３－プロパンジイル＝
ビス［３－（ドデシルチオ）プロピオナート］等が挙げられる。
【００３７】
　リン系ハイドロパーオキサイド分解剤は、ホスファイト系酸化防止剤であることが好ま
しい。ホスファイト系酸化防止剤においては、リン原子の周りの立体障害が大きいほど加
水分解されにくく、ハイドロパーオキサイドと効果的に反応する。リン系ハイドロパーオ
キサイド分解剤は、芳香環構造を有する化合物であってもよく、芳香環はさらに置換基を
有していてもよい。芳香環が有する置換基としては、例えば、ｔ－ブチル基といったアル
キル基を挙げることができ、ｔ－ブチル基が少なくとも２つ以上付加した芳香環を有する
リン系ハイドロパーオキサイド分解剤を好ましく例示できる。リン系ハイドロパーオキサ
イド分解剤としてｔ－ブチル基が少なくとも２つ以上付加した芳香環を有するハイドロパ
ーオキサイド分解剤を用いることにより、加水分解が抑えられることで、少量の添加によ
り粘着剤の黄変を防ぎ、粘着力の低下を抑えることができる。
【００３８】
　リン系ハイドロパーオキサイド分解剤としては、たとえば、６－［３－（３－ｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシ－５－メチル）プロポキシ］－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチ
ルジベンズ［ｄ，ｆ］［１，３，２］－ジオキサホスフィン、３，９－ビス（２，６－ジ
－ｔ－ブチル－４－メチルフェノキシ）－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，９－ジ
ホスファスピロ［５，５］ウンデカン、２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－６－［
（２－エチルヘキサン－１－イル）オキシ］－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］［１，３，２
］ジオキサホスホシン、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト等が挙
げられる。
【００３９】
　ハイドロパーオキサイドを分解した後に、キノンもしくはスチルベンキノンを生成しな
いハイドロパーオキサイド分解剤としては、市販品を用いることができる。硫黄系ハイド
ロパーオキサイド分解剤としては住友化学製スミライザーＴＰ－Ｄ、ＴＰ－Ｌ、ＡＤＥＫ
Ａ製アデカスタブＡＯ－４１２Ｓ、ＡＯ－５０３等を挙げることができる。リン系ハイド
ロパーオキサイド分解剤としては住友化学製スミライザーＧＰ，アデカスタブＰＥＰ－８
、ＰＥＰ－３６、ＨＰ－１０、２１１２等を挙げることができる。
【００４０】
　過酸化物ラジカル捕捉剤の含有量は、粘着主剤１００質量部に対して、０．０１質量部
以上であることが好ましく、０．０５質量部以上であることがより好ましく、０．０７５
質量部以上であることがさらに好ましい。また、過酸化物ラジカル捕捉剤の含有量は、粘
着主剤１００質量部に対して、１０質量部以下であることが好ましく、５質量部以下であ
ることがより好ましく、３質量部以下であることがさらに好ましい。過酸化物ラジカル捕
捉剤の含有量を上記範囲内とすることにより、粘着シートの耐黄変性をより効果的に高め
ることができる。
【００４１】
＜粘着主剤＞
　本発明の粘着剤組成物は、アクリル系粘着主剤を有する。ここで、粘着主剤とは、上述
する光重合開始剤により重合し、粘着シートを形成する主成分である。
【００４２】
　アクリル系粘着主剤は、（メタ）アクリル重合体を含むものであることが好ましい。ま
た、アクリル系粘着主剤は、（メタ）アクリル重合体に加えて、（メタ）アクリル重合体
を構成するモノマーを含むものであることが好ましい。このように、アクリル系粘着主剤
は、アクリルシロップであることが好ましい。なお、アクリルシロップに含まれるモノマ
ー成分は粘着シートを製造する工程において重合し、（メタ）アクリル重合体を形成する
。
【００４３】
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　（メタ）アクリル重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位を含有する
ことが好ましい。ここで、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマーとしては、例えば、
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキシプロ
ピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロシキブチル（メタ）アクリレート、６－ヒドロキ
シヘキシル（メタ）アクリレート及び８－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリレート、ポ
リアルキレングリコールモノ（メタ）アクリレート等を挙げることができる。中でも、２
－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート及び４－ヒドロシキブチル（メタ）アクリレー
トから選択される少なくとも１種は好ましく用いられる。
【００４４】
　（メタ）アクリル重合体における、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含
有量は、（メタ）アクリル重合体の全質量に対して２０質量％以上であることが好ましく
、２５質量％以上であることがさらに好ましい。また、（メタ）アクリル重合体における
、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含有量は、（メタ）アクリル重合体の
全質量に対して、５０質量％以下であることが好ましい。水酸基を有する（メタ）アクリ
ルモノマー単位の含有量を上記範囲内とすることにより、粘着力を高めることができる。
【００４５】
　（メタ）アクリル重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の他に、ア
ルキル（メタ）アクリレート単位を含有していてもよい。アルキル（メタ）アクリレート
の例としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メ
タ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アク
リレート、ノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ
）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘ
ニル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００４６】
　（メタ）アクリル重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の他に、架
橋性官能基を有する（メタ）アクリルモノマー単位を有していてもよい。架橋性官能基を
有する（メタ）アクリルモノマーが有する架橋性官能基としては、アミド基、アミノ基、
チオール基、イソシアネート基、エポキシ基、シラノール基を挙げることができる。（メ
タ）アクリル重合体における架橋性官能基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含有
量は１０質量％以下であることが好ましく、５質量％以下であることがより好ましい。（
メタ）アクリル重合体における架橋性官能基を有する（メタ）アクリルモノマー単位の含
有量を上記範囲にすることにより、粘着シートと被着体の密着性をより効果的に高めるこ
とができる。
【００４７】
　なお、（メタ）アクリル重合体は、カルボキシ基を実質的に有さないものであることが
好ましい。（メタ）アクリル重合体におけるカルボキシ基を有する（メタ）アクリルモノ
マー単位の含有量は、（メタ）アクリル重合体の全質量に対して、１質量％以下であるこ
とが好ましく、０．１質量％以下であることがより好ましい。（メタ）アクリル重合体を
、カルボキシ基を実質的に有さないものとすることにより、粘着シートはより効果的に耐
黄変性を発揮することができる。
【００４８】
　（メタ）アクリル重合体は、必要に応じて、他の単量体単位を有してもよい。他の単量
体は、上述したモノマー成分と共重合可能なものであればよく、例えば（メタ）アクリロ
ニトリル、酢酸ビニル、塩化ビニル、エチルビニルエーテル等が挙げられる。（メタ）ア
クリル重合体における他の単量体単位の含有量は１０質量％以下であることが好ましく、
５質量％以下であることがより好ましい。
【００４９】
　（メタ）アクリル重合体の重量平均分子量は、１０万以上であることが好ましく、２０
万以上であることがより好ましい。また、（メタ）アクリル重合体の重量平均分子量は、
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２００万以下であることが好ましく、１５０万以下であることがより好ましく、１００万
以下であることがさらに好ましい。なお、（メタ）アクリル重合体の重量平均分子量は、
ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）により測定し、分子量が既知である標準ポリスチ
レンを用いて作成した検量線を用いて換算して求めた値である。（メタ）アクリル重合体
としては、市販のものを用いてもよく、公知の方法により合成したものを用いてもよい。
【００５０】
＜多官能モノマー＞
　本発明の粘着剤組成物は、分子内に反応性二重結合を２つ以上有する多官能モノマーを
含有するものであってもよい。多官能モノマーは反応性二重結合を２つ以上有するもので
あり、中でも、多官能モノマーは反応性二重結合を２つ以上５つ未満有するものであるこ
とが好ましく、２つ以上４つ未満有するものであることがより好ましい。
【００５１】
　多官能モノマーとしては、例えば、２官能モノマーとして、ポリエチレングリコールジ
アクリレート、ポリプロピレンジアクリレート、アルキルジアクリレート、ポリテトラメ
チレングリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレート、ジオキサ
ンジアクリレート、トリシクロデカノールジアクリレート、フルオレンジアクリレートを
挙げることができる。また、３官能以上のモノマーとして、アルコキシ化トリメチロール
プロパントリアクリレート、アルコキシ化グリセリントリアクリレート、カプロラクトン
変性イソシアヌレートトリアクリレート、ペンタエリスリトールアクリレート、アルコキ
シ化ペンタエリルリトールアクリレート、（アルコキシ化）ペンタエリスリトールアクリ
レート、（アルコキシ化）ジトリメチロールプロパンアクリレート、（アルコキシ化）ジ
ペンタエリスリトールアクリレート、（エトキシ化）ポリグリセリンアクリレート等を挙
げることができる。
【００５２】
　多官能モノマーは、１分子内にアルキレングリコール基を有する多官能モノマーである
ことが好ましい。この場合、１分子中におけるアルキレングリコール基の数は１～２０で
あることが好ましい。このような多官能モノマーとしては、例えば、ポリエチレングリコ
ールジアクリレート、トリメチロールプロパンプロピレンオキサイド変性トリアクリレー
ト等が挙げられる。
【００５３】
　多官能モノマーとして、市販品を使用できる。市販品の例としては、新中村化学工業社
製、二官能モノマーＡ－２００（ポリエチレングリコール＃２００ジアクリレート）、三
官能モノマーＡ－ＴＭＰＴ（（アルコキシ化）トチメチロールプロパンアクリレート）、
東亞合成社製二官能モノマーＭ２４０（ポリエチレングリコールジアクリレート）、４官
能モノマーＭ－４０８（ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート）等が挙げられる
。
【００５４】
　多官能モノマーは、粘着シート中においては、上述した（メタ）アクリル重合体と架橋
構造を構成している。なお、粘着剤組成物中における多官能モノマーの含有量は粘着剤組
成物の全質量に対して、０．０１～１０質量％であることが好ましく、０．０５～５質量
％であることがより好ましい。多官能モノマーの含有量を上記範囲内とすることにより、
粘着シートの硬度を高めることができ、粘着シートの耐久性や加工性を高めることができ
る。
【００５５】
＜架橋剤＞
　粘着剤組成物は、架橋剤を含有するものであってもよい。架橋剤は、（メタ）アクリル
重合体が有する架橋性官能基との反応性を考慮して適宜選択できる。例えばイソシアネー
ト化合物、エポキシ化合物、オキサゾリン化合物、アジリジン化合物、金属キレート化合
物、ブチル化メラミン化合物などの公知の架橋剤の中から選択できる。中でも、架橋剤は
、イソシアネート化合物、エポキシ化合物及び金属キレート化合物から選択される少なく
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とも１種を含むものであることが好ましい。
【００５６】
　イソシアネート化合物としては、例えば、トリレンジイソシアネート、キシリレンジイ
ソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等が挙げ
られる。市販品の例としては、トリレンジイソシアネート化合物（東ソー（株）製、コロ
ネートＬ）、キシリレンジイソシアネート化合物（三井化学（株）製、タケネートＤ－１
１０Ｎ）等が挙げられる。エポキシ化合物としては、例えば、ＴＥＴＲＡＤ－Ｃ（三菱ガ
ス化学社製）、ＴＥＴＲＡＤ－Ｘ三菱ガス化学社製）等が挙げられる。金属キレート化合
物としては、例えば、アルミキレートＡ（川研ファインケミカルズ社製）等が挙げられる
。
【００５７】
　架橋剤は、粘着シート中においては、上述した（メタ）アクリル重合体と架橋構造を構
成している。ただし、架橋剤の一部は、架橋構造を形成しないで検出される。なお、粘着
剤組成物中における架橋剤の含有量は粘着剤組成物の全質量に対して、０．０１～１０質
量％であることが好ましく、０．０５～５質量％であることがより好ましい。架橋剤の含
有量を上記範囲内とすることにより、粘着シートの硬度を高めることができ、粘着シート
の耐久性や加工性を高めることができる。
【００５８】
　シランカップリング剤としては、例えば、メルカプト基を含有するメルカプト系シラン
カップリング剤や、エポキシ基を有するエポキシ系シランカップリング剤、ビニル基を有
するビニル系シランカップリング剤等が挙げられる。
【００５９】
　粘着剤組成物中におけるシランカップリング剤の含有量は（メタ）アクリル重合体１０
０質量部に対して０．１質量部以上であることが好ましく、０．３質量部以上であること
がより好ましく、０．５質量部以上であることがさらに好ましく、０．８質量部以上であ
ることが特に好ましい。また、粘着剤組成物中におけるシランカップリング剤の含有量は
（メタ）アクリル重合体１００質量部に対して１０質量部以下であることが好ましい。シ
ランカップリング剤の含有量を上記範囲内とすることにより、粘着シートの密着性と耐久
性をより効果的に高めることができる。
【００６０】
＜他の成分＞
　粘着剤組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、上記以外の他の成分を含有しても
よい。他の成分としては、粘着剤用の添加剤として公知の成分を挙げることができる。例
えば可塑剤、酸捕捉剤、金属腐食防止剤、紫外線吸収剤等の中から必要に応じて選択でき
る。また、着色を目的に染料や顔料を添加してもよい。
【００６１】
　可塑剤としては、例えば無官能基アクリル重合体を用いてもよい。無官能基アクリル重
合体としては、アクリレート基以外の官能基を有しないアクリル単量体単位のみからなる
重合体や、アクリレート基以外の官能基を有しないアクリル単量体単位と官能基を有しな
い非アクリル単量体単位とからなる重合体を挙げることができる。無官能基アクリル重合
体は架橋しないため、粘着性に影響を与えずに被着体に貼合したときの段差追従性を高め
ることができる。
　酸捕捉剤としては、カルボジイミド系酸捕捉剤を挙げることができる。
　金属腐食防止剤としては、粘着剤の相溶性や効果の高さから、ベンゾトリアゾール系樹
脂を好ましい例として挙げることができる。
　紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾトリアゾール系化合物、ベンゾフェノン系化合
物、トリアジン系化合物などが挙げられる。
【００６２】
＜粘着シート＞
　本発明は、上述した粘着剤組成物（塗工液）を硬化させてなる粘着シートに関するもの
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でもある。
【００６３】
　本発明の粘着シートは、粘着剤層のみから構成される粘着シートであることが好ましく
、両面粘着シートであることが好ましい。両面粘着シートとしては、粘着剤層からなる単
層の粘着シート、粘着剤層を複数積層した多層の粘着シート、粘着剤層と粘着剤層の間に
他の粘着剤層を積層した多層の粘着シートが挙げられる。なお、本発明の粘着シートは、
粘着剤層と粘着剤層の間に支持体を積層した多層の粘着シートであってもよい。両面粘着
シートが支持体を有する場合、支持体として透明な支持体を用いたものが好ましい。支持
体としては、透明基材と同様に光学分野に用いられる一般的なフィルムを用いることがで
きる。このような両面粘着シートは、粘着シート全体としての透明性にも優れることから
、光学部材同士の接着に好適に用いることができる。
【００６４】
　本発明は、粘着シートの両表面に剥離シートを備える剥離シート付き粘着シートに関す
るものであってもよい。本発明の粘着シートの両表面に剥離シートが備えられている場合
、図１に示されるように剥離シート付き粘着シート１０は、粘着剤層１１の両表面に剥離
シート１２ａ及び１２ｂを有することが好ましい。
【００６５】
　剥離シートとしては、剥離シート用基材とこの剥離シート用基材の片面に設けられた剥
離剤層とを有する剥離性積層シート、あるいは、低極性基材としてポリエチレンフィルム
やポリプロピレンフィルム等のポリオレフィンフィルムが挙げられる。
　剥離性積層シートにおける剥離シート用基材には、紙類、高分子フィルムが使用される
。剥離剤層を構成する剥離剤としては、例えば、汎用の付加型もしくは縮合型のシリコー
ン系剥離剤や長鎖アルキル基含有化合物が用いられる。特に、反応性が高い付加型シリコ
ーン系剥離剤が好ましく用いられる。
　シリコーン系剥離剤としては、具体的には、東レ・ダウコーニングシリコーン社製のＢ
Ｙ２４－４５２７、ＳＤ－７２２０等や、信越化学工業（株）製のＫＳ－３６００、ＫＳ
－７７４、Ｘ６２－２６００などが挙げられる。また、シリコーン系剥離剤中にＳｉＯ2

単位と（ＣＨ3）3ＳｉＯ1/2単位あるいはＣＨ2＝ＣＨ（ＣＨ3）ＳｉＯ1/2単位を有する有
機珪素化合物であるシリコーンレジンを含有することが好ましい。シリコーンレジンの具
体例としては、東レ・ダウコーニングシリコーン社製のＢＹ２４－８４３、ＳＤ－７２９
２、ＳＨＲ－１４０４等や、信越化学工業（株）製のＫＳ－３８００、Ｘ９２－１８３等
が挙げられる。
　剥離性積層シートとして、市販品を用いてもよい。例えば、帝人デュポンフィルム（株
）製の離型処理されたポリエチレンテレフタレートフィルムである重セパレータフィルム
Ａ７１や、帝人デュポンフィルム（株）製の離型処理されたポリエチレンテレフタレート
フィルムである軽セパレータフィルムＡ３８ＳＴを挙げることができる。
【００６６】
　剥離シート付き粘着シートは、粘着シートの両表面に剥離力が互いに異なる１対の剥離
シートを有することが好ましい。すなわち、剥離シートは、剥離しやすくするために、剥
離シート１２ａと剥離シート１２ｂとの剥離性を異なるものとすることが好ましい。一方
からの剥離性と他方からの剥離性とが異なると、剥離性が高い方の剥離シートだけを先に
剥離することが容易となる。その場合、貼合方法や貼合順序に応じて剥離シート１２ａと
剥離シート１２ｂの剥離性を調整すればよい。
【００６７】
　粘着シートの厚みは、用途に応じて適宜設定でき、特に限定されないが、５μｍ以上で
あることが好ましく、１０μｍ以上であることがより好ましく、５０μｍ以上であること
がさらに好ましく、７５μｍ以上であることが一層好ましく、１００μｍ以上であること
が特に好ましい。また、粘着シートの厚みは、５０００μｍ以下であることが好ましく、
３０００μｍ以下であることがより好ましく、１０００μｍ以下であることがさらに好ま
しい。通常、粘着シートの厚みは厚くなればなるほど、その黄変が顕著になるが、本発明
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の粘着シートは耐黄変性に優れているため、粘着シートの厚みが厚い場合であっても、黄
色度が低く抑えられている。
【００６８】
＜粘着シートの製造方法＞
　本発明の粘着シートの製造方法は、剥離シート上に粘着剤組成物を塗工して塗膜を形成
する工程と、この塗膜に活性エネルギー線を照射する工程を含むことが好ましい。
【００６９】
　粘着剤組成物の塗工は、公知の塗工装置を用いて実施できる。塗工装置としては、例え
ば、ブレードコーター、エアナイフコーター、ロールコーター、バーコーター、グラビア
コーター、マイクログラビアコーター、ロッドブレードコーター、リップコーター、ダイ
コーター、カーテンコーター等が挙げられる。
【００７０】
　塗膜に活性エネルギー線を照射する工程では、積算光量が１００～１００００ｍＪ／ｃ
ｍ2となるように活性エネルギー線を照射することが好ましく、５００～５０００ｍＪ／
ｃｍ2となるように活性エネルギー線を照射することがより好ましい。塗膜に活性エネル
ギー線を照射する工程では、活性エネルギー線を２段階で照射してもよい。例えば、１段
階目に比べて２段階目の照射強度を高めることもできる。このような２段階照射を行うこ
とにより、得られる粘着シートに含まれるポリマーの分子量を調整しやすくなったり、セ
パレーター等の熱収縮等を抑制することができる。
【００７１】
＜粘着シートの用途＞
　本発明の粘着シートは、光学部材貼合用であることが好ましい。光学部材としては、タ
ッチパネルや画像表示装置等の光学製品における各構成部材を挙げることができる。タッ
チパネルの構成部材としては、例えば透明樹脂フィルムにＩＴＯ膜が設けられたＩＴＯフ
ィルム、ガラス板の表面にＩＴＯ膜が設けられたＩＴＯガラス、透明樹脂フィルムに導電
性ポリマーをコーティングした透明導電性フィルム、ハードコートフィルム、耐指紋性フ
ィルムなどが挙げられる。画像表示装置の構成部材としては、例えば液晶表示装置に用い
られる反射防止フィルム、配向フィルム、偏光フィルム、位相差フィルム、輝度向上フィ
ルムなどが挙げられる。また、本発明の粘着シートは、液晶モジュールとタッチパネルモ
ジュールなどのモジュール同士の貼合に用いられてもよい。
　これらの部材に用いられる材料としては、ガラス、ポリカーボネート、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリメチルメタクリレート、ポリエチレンナフタレート、シクロオレフィ
ンポリマー、トリアセチルセルロース、ポリイミド、セルロースアシレートなどが挙げら
れる。
【実施例】
【００７２】
　以下に実施例と比較例を挙げて本発明の特徴をさらに具体的に説明する。以下の実施例
に示す材料、使用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない限り適
宜変更することができる。したがって、本発明の範囲は以下に示す具体例により限定的に
解釈されるべきものではない。
【００７３】
（実施例１）
（（メタ）アクリル重合体を含むシロップの作製）
　攪拌機、窒素導入管、冷却管、温度計を備えた２Ｌフラスコにアクリル酸ブチル６２０
ｇ、アクリル酸４ヒドロキシルブチル２２０ｇ、メタクリル酸２ヒドロキシエチル７０ｇ
、メタクリル酸シクロヘキシル９０ｇ、ｎ－ドデシルメルカプタン０．２ｇを投入し、窒
素流量３００ｍｌ／ｍｉｎで６０分間窒素置換した後、窒素流量を１００ｍｌ／ｍｉｎま
で下げ、ウォーターバスにて６０℃まで昇温し加熱した。次いで、ＡＩＢＮ０．１５ｇを
投入し、発熱を制御しながら３０分間反応させ、その後冷却することで（メタ）アクリル
重合体を合成した。その後、上述したアクリルモノマーを６２：２２：７：９の比率でフ
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ラスコに投入し、ポリマー分子量が８０万、固形分濃度が２０質量％のアクリルシロップ
を得た。
【００７４】
（粘着シートの作製）
　アクリルシロップ１００ｇにＩＧＭ　ＲＥＳＩＮＳ　Ｂ．Ｖ製光開始剤（Ｅｓａｃｕｒ
ｅＯｎｅ）０．４ｇ、新中村化学製多官能モノマー（Ａ－２００）０．５ｇ、住友化学製
フェノール系過酸化物ラジカル捕捉剤ＧＡ８０ ０．２ｇを添加し攪拌脱泡したものを粘
着剤組成物として準備した。塗工液をシリコーン離型剤が塗布された５０μｍポリエステ
ルフィルム上に、粘着剤層の厚みが１７５μｍになるよう塗工し、さらにその上に、シリ
コーン離型剤が塗布された５０μｍポリエステルフィルムを重ねた。その後、ケミカルラ
ンプにて７ｍＷ／ｃｍ2の光強度で２分間照射した後、高圧水銀ランプにて積算光量が１
５００ｍＪ／ｃｍ2となるよう照射することで実施例１の粘着シートを得た。
【００７５】
（実施例２）
　（（メタ）アクリル重合体を含むシロップの作製）におけるモノマー組成を表１の通り
となるよう変更し、（粘着シートの作製）において、光重合開始剤としてＩＧＭ　ＲＥＳ
ＩＮＳ　Ｂ．Ｖ製Ｏｍｎｉｒａｄ　１８４　０．３ｇを用いた以外は、実施例１と同様に
して粘着シートを得た。
【００７６】
（実施例３）
　（粘着シートの作製）において、光重合開始剤としてＩＧＭ　ＲＥＳＩＮＳ　Ｂ．Ｖ製
Ｏｍｎｉｒａｄ　８１９　０．１ｇを用いた以外は、実施例１と同様にして粘着シートを
得た。
【００７７】
（実施例４）
　（粘着シートの作製）において、過酸化物ラジカル捕捉剤として住友化学製ＴＰ－Ｄ　
０．１ｇを用いた以外は、実施例１と同様にして粘着シートを得た。
【００７８】
（実施例５）
　（（メタ）アクリル重合体を含むシロップの作製）におけるモノマー組成を表１の通り
となるよう変更した以外は実施例１と同様にして粘着剤組成物及び粘着シートを得た。
【００７９】
（比較例１）
　（粘着シートの作製）において、過酸化物ラジカル捕捉剤として東京化成工業製ＭＥＨ
Ｑ　０．２ｇを用い、粘着シート厚みを１５０μｍとした以外は、実施例１と同様にして
粘着シートを得た。
【００８０】
（比較例２）
　（粘着シートの作製）において、過酸化物ラジカル捕捉剤として東京化成工業製ＢＨＴ
　０．２ｇを用い、粘着シート厚みを１５０μｍとした以外は、実施例１と同様にして粘
着シートを得た。
【００８１】
（比較例３）
　（（メタ）アクリル重合体を含むシロップの作製）におけるモノマー組成を表１の通り
となるよう変更し、窒素原子を含有する過酸化物ラジカル捕捉剤としてＢＡＳＦ製Ｔｉｎ
ｕｖｉｎ７７０ＤＦを０．２ｇ用いた以外は実施例１と同様にして粘着剤組成物及び粘着
シートを得た。
【００８２】
（評価）
（相溶性（ヘイズ））
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　実施例及び比較例で得られた粘着シートをガラス（マツナミ製幅５２ｍｍ、長さ７６ｍ
ｍ、厚み１ｍｍ）および易接着ＰＥＴ（東洋紡製Ａ４３００　厚み７５μｍ）に貼り合せ
た後、室温環境下にて１日静置した。次いで、村上色彩技術研究所のＨＭ－１５０にてサ
ンプルのヘイズ値を測定し、以下の基準で評価した。
○：ヘイズ値が１未満である
△：ヘイズ値が１以上２未満である
×：ヘイズ値が２以上である
【００８３】
（耐黄変性）
　実施例及び比較例で得られた粘着シートの一方の面にガラス（マツナミ製幅５２ｍｍ、
長さ７６ｍｍ、厚み１ｍｍ）を貼合し、粘着シートの他方の面に易接着ＰＥＴ（東洋紡製
Ａ４３００　厚み７５μｍ）を貼合した後、室温環境下にて１日静置した。次いで、各被
着体を含むサンプルを温度９５℃、乾燥機内部に設置した。５００時間経過後にスガ試験
機器製測色計Ｃｏｌｏｅｒ　Ｃｕｔｅ　ｉにてサンプルの色差のｂ*値を測定し、以下の
基準で評価した。
○：ｂ*値が１未満である
×：ｂ*値が１以上である
【００８４】
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【表１】

【００８５】
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ＢＡ：ブチルアクリレート
２ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート
４ＨＢＡ：４－ヒドロキシルブチルアクリレート
２ＨＥＭＡ：２―ヒドロキシエチルメタクリレート
ＤＣＰＡ：ジシクロペンタニルアクリレート
ＣＨＭＡ：シクロヘキシルメタクリレート
ＡＡ：アクリル酸
Ａ－２００：ポリエチレングリコール＃２００ジアクリレート（新中村化学）
ＧＡ８０：スミライザーＧＡ８０　（ヒンダードフェノール系過酸化物ラジカル捕捉剤）
ＴＰ－Ｄ：スミライザーＴＰ－Ｄ（硫黄系ハイドロパーオキサイド分解剤）
ＭＥＨＱ：メトキシハイドロキノン（フェノール系過酸化物ラジカル捕捉剤）
ＢＨＴ：ジブチルヒドロキシトルエン（フェノール系過酸化物ラジカル捕捉剤）
７７０ＤＦ：Ｔｉｎｕｖｉｎ７７０ＤＦ　ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン－４－イル）－デカンジオアート（ヒンダードアミン系安定剤）
【００８６】
　実施例の粘着シートにおいて、過酸化物ラジカル補足剤は、過酸化物ラジカルを補足し
た後に、キノン及びスチルベンキノンを生成せず、一方で、比較例の粘着シートにおいて
は、過酸化物ラジカル補足剤はキノン及びスチルベンキノンを生成する。このため、実施
例で得られた粘着シートを貼合した積層体においては、耐黄変性に優れていた。

【図１】
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